鉄鋼卸売業

　販売動向をみると、平成23年３月初めには、リーマンショック前の７～８割の水準まで回復した。その後、東日本大震災の影響で大幅な減少が続いていたが、23年秋頃には底打ちしたとみられる。しかし、金額ベースでの戻りは鈍く、企業に回復感はみられない。収益面では、鋼材価格が低迷しており、収益は悪化しつつある。このため、各企業とも収益対策に懸命で、きめ細かな対応に努めている。
　今後については、建設関連需要が秋口にかけて出てくるのではとの期待や、復興需要も関東方面から出てきているとの見方もあり注目されている。
　業界の概要

　鉄鋼卸売業者は一次卸と二次卸に分けられる。一次卸は主に総合商社や鉄鋼メーカー系列の鉄鋼専業商社など大企業がほとんどで、鉄鋼メーカーと直接取引し、自動車メーカーや大手建設業者などの大口ユーザーや二次卸に販売する。一方、二次卸は特約店とも呼ばれ一次卸や中小の鉄鋼メーカーから鋼材を仕入れ、在庫し、中堅・中小の製造業、建設業や地方の卸売業者に販売する。

  鉄鋼は形状によって棒鋼、形鋼、厚板（厚さ６ミリ以上）、中板（同６ミリ未満３ミリ以上）、薄板（厚さ３ミリ未満）、パイプなどの品種があり、さらに、各品種とも用途によって様々な材質や寸法が存在する。各卸売業者は一品種もしくは二品種に特化しているが、ユーザーの要請があれば同業者から仕入れるなどして様々な品種を扱う。

大阪の地位

  平成21年における大阪府の鉄鋼卸売業は、事業所数1,312、従業者数15,216人で全国に占める割合はそれぞれ、14.4％、15.1％となっている（総務省『平成21年経済センサス-基礎調査(都道府県別結果)』）。

 また、19年における年間販売額は4兆38億円で、

全国に占める割合は16.5％となっている（経済産業省『商業統計表（都道府県表）』）。
これらの卸売業者は大阪市西区の九条、立売堀、住之江区南港などに集積している。
　販売は横ばいから弱含み
　販売動向を数量ベースでみると、リーマンショックによって鋼材需要が大きく減少した。22年1月に底打ちした後も総じて低迷傾向が続いたが、23年３月初めにはようやく、リーマンショック前の７～８割程度まで戻した。
  しかし、23年3月の東日本大震災の影響で大幅な減少に転じ、６月頃までは自動車関連の生産停滞に加えて、建築需要が盛り上がりに欠けたため、販売は低迷が続いた。ただ、震災でダメージを受けた部品供給体制が早期に復旧したことに伴って、23年秋頃には製造業向け需要が徐々に増加に転じ、24年３月には、ほぼ震災前の水準にまで戻ったが、リーマンショック前程度には至っておらず、企業に回復感はみられない。

  需要先の動向をみると、建設関連ではマンションなどの大型物件はなく、老人介護施設、学校の耐震工事、ドラッグストアーチェーン店向けなどでやや動きがみられる程度で、盛り上がりに欠ける状況が続いている。 

  東日本大震災の復興需要は関東の企業ではみられるが、大阪にまでは及んでいない。ただ、一部で原発排水に伴うタンク向け需要がみられる。

　一方、製造業関連は、部品供給体制が回復したことから、自動車向けを中心に回復しているが、家電関連や鋼製家具需要は低迷しており、全体としてわずかな伸びにとどまっている。

  品種別の動きをみると、建設向け以外に機械関連向け用途にも用いられる薄板は、自動車関連が堅調に推移するものの、今まで好調であった建設機械関連にかげりがみられる。現在は横ばい程度で推移しているが、荷動きは鈍くなってきている。厚板は、和歌山での洪水の復興用にスポット的な需要があったものの、大口需要先の造船や橋梁向けが低迷しており、落ち込みが続いている。また、建設向けがほとんどのＨ形鋼や一般形鋼など条鋼類は、小口の需要があるが、総じて弱含みで回復感に乏しい。
　収益は悪化
　鋼材価格の推移をみると、22年年末頃に底を付けた後、23年１～３月期は鉄鉱石など原料値上がりを理由として上昇し、4月にはピークを付けたが、４～６月期以降は需要の低迷により下落傾向となり、品種によっては９月頃一時的に反発したが、24年に入って下落傾向が続いている。
　24年４月には鉄鋼メーカーが、鉄鉱石価格の高止まりによる採算悪化を理由に値上げを打ち出したが、電炉の原料となる鉄スクラップ価格が低下傾向にあるため、最終ユーザーとの価格交渉が難航しており、流通段階では価格は低迷したままである。

　Ｈ形鋼の価格推移をみると（大阪地区、鉄鋼新聞社調べ）、23年４月にはトン当たり８万３千円前後（23年4月中高値）であったが、24年４月には６万７千円と、一年前の高値から19.3％の下落となったほか、鋼板の薄板（熱延）は、23年４月に７万５千円前後（トン当たり）であったが、24年４月には６万４千円と14.7％の下落となるなど、鋼材価格は大きく変動している。

　高炉が供給する鋼材は、鉄鉱石を長期契約で購入しているが、電炉は鉄スクラップを原料とするため、価格が乱高下しやすい。大阪の企業は他地域に比べ電炉メーカーの鋼材を扱う割合が高く、卸売業者間の競争も激しい。このため、大阪地区のＨ形鋼価格の1年間下落率の19.3％は、東京地区の23年４月高値８万３千円から24年４月の７万４千円の下落率10.8％を上回るなど、大阪地区の鋼材は価格下落率が大きくなっている。

　また、従来は、鉄鋼メーカーが値上げを決めると、卸売企業及び最終ユーザー間で仮需が発生していたが、今回はその動きがあまりみられなかった。３月には一部の品種で品薄となったものの、４月にはすべての品種でタイト感はみられなくなり、卸売企業の在庫も徐々に増加している。ユーザーは、鋼材が不足すればその時点で購入するといった買い控えの姿勢を強めている。５月下旬には、値上げ後の鋼材が入荷し、卸売企業は最低限、価格の維持に懸命であるが、需給が緩んでいることから、ユーザーは値引き要求をする例さえみられ、鋼材価格は弱含みである。卸売企業の中には、在庫処分の名目で値下げ販売をする例も散見される。

　このため、鋼材価格はなお先安感が強く、販売が盛り上がりにかける中で総じて収益は悪化しつつある。

特に、建設関連向け需要がほとんどの条鋼類の下落幅が大きく、これらを扱う企業の中には収益が赤字基調となっている企業もみられる。
　収益確保に向けて対応策を強化
　各企業の取り扱う鋼材は鋼材メーカーが違っても、品質にはほとんど差が無いとされる。また、この業界は業者数が多く、一部でユーザーの注文を取り次ぐだけのブローカー的な小規模業者もある。これら小規模企業は、時には大幅な値引きをする事例がみられ、ユーザーの中には、この安値をもとに、値引き交渉をするケースが出てきている。

　この状況に対応するため、様々な品種の鋼材を在庫し、受注すれば直ちに配送手配をしたり、ユーザーの要望に応じて鋼材の切断や曲げなどの加工を充実させるなどのきめ細かな対応に努める企業が多い。

　また、鋼材保管倉庫を拡張したり、省力化に乗り出した企業も出ている。

　雇用面の動きをみると、新卒採用は抑え気味で、営業面の強化を狙った中途採用を行う企業がみられる程度である。
今後の見通し
　低迷している建設需要も秋口納入に向けて、見積もり依頼が出てきており、秋需に期待する向きもみられる。９月以降に着工予定の物流倉庫、病院、ショッピングセンター関連の引き合いが出てきている。また、復興需要が関東方面から出てきているとの見方もあり、注目されている。　　　　　　　　　（柴田　昌宏）
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